
第
三
四
回

全
国
争
議
団
交
流
会
報
告

◇
一
日
目

屋
内
集
会

三
月
八
日
と
九
日
、
争
議

を
闘
う
仲
間
と
支
援
連
帯
す

る
労
組
・
個
人
が
集
ま
り
全

国
交
流
集
会
と
全
国
結
集
行

動
が
東
京
を
中
心
に
取
り
組

ま
れ
た
。
港
合
同
各
支
部

（
田
中
・
昌
一
・
大
熊
・
協

和
機
工
）
の
賛
同
を
得
て
、

南
労
会
支
部
（
主
催
団
体
、

関
西
争
議
交
流
会
の
一
員
）

と
し
て
Ｋ
、
Ｉ
が
参
加
し
た
。

八
日
は
、
品
川
区
の
南
部

労
政
会
館
で
分
科
会
と
全
体

集
会
が
開
催
さ
れ
た
。

分
科
会
は
、
第
①
「
争
議

経
験
交
流
」
、
第
②
「
争
議

非
合
法
化
に
抗
し
て
」
、
第

③
「
争
議
を
闘
う
合
同
労
組

運
動
」
。

夕
刻
か
ら
の
全
国
交
流
集

会
に
は
六
八
名
が
参
加
。

冒
頭
、
勝
利
・
解
決
争
議

報
告
と
し
て
、
い
ず
れ
も
福

岡
地
区
合
同
労
組
の
「
東
福

互
光
」
「
福
岡
交
通
（
新
光

タ
ク
シ
ー
）
」
「
鴻
池
運
輸
」

の
各
争
議
の
現
場
と
公
判
廷

を
結
合
さ
せ
た
闘
い
の
報
告

が
な
さ
れ
た
。

続
い
て
各
戦
線
か
ら
の
ア
ッ

ピ
ー
ル
。
破
防
法
・
組
対
法

共
同
行
動
、
心
神
喪
失
者
等

医
療
監
察
法
、
沖
縄
反
戦
地

主
会
、
「
日
の
丸
・
君
が
代
」

強
制
と
闘
う
仲
間
、
経
産
省

前
反
原
発
テ
ン
ト
広
場
等
、

各
戦
線
か
ら
連
帯
と
報
告
ア

ピ
ー
ル
が
な
さ
れ
た
。

各
々
厳
し
い
攻
防
の
中
、

労
働
者
・
弱
者
の
権
利
奪
取
、

治
安
弾
圧
、
管
理
監
視
と
い

う
点
で
共
通
し
て
お
り
、
統

一
連
携
し
た
反
撃
が
是
非
と

も
必
要
で
あ
る
。

そ
の
後
、
全
国
の
争
議
団
・

労
組
の
紹
介
が
あ
り
、
九
州

→
関
西
→
東
京
の
順
に
登
壇
、

持
ち
時
間
一
分
半
で
は
到
底
、

喋
り
足
ら
ず
タ
イ
ム
キ
ー
パ
ー

か
ら
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
が
連
発

さ
れ
る
事
態
で
あ
っ
た
。

基
調
報
告
、
集
会
決
議
、

翌
日
現
場
行
動
の
注
意
事
項

と
決
意
表
明
後
、
全
員
で
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
挙
げ
二
時

間
半
の
集
会
を
終
了
し
た
。

◇
二
日
目

全
国
結
集
行
動

①
法
務
省
抗
議
行
動

午
前
九
時
に
弁
護
士
会
館

前
で
マ
イ
ク
情
宣
開
始
。
話

し
合
い
だ
け
で
も
逮
捕
が
可

能
に
な
る
共
謀
罪
、
盗
聴
の

無
制
限
拡
大
に
通
じ
る
通
信

傍
受
法
改
悪
が
緊
急
課
題
、

五
名
の
代
表
団
が
こ
れ
ら
の

悪
法
・
弾
圧
法
に
厳
し
く
抗

議
、
国
会
上
程
を
す
る
な
と

申
し
入
れ
書
を
渡
し
た
。

②
明
治
大
学
生
協
闘
争

都
心
の
大
学
本
部
前
で
生

協
つ
ぶ
し
、
生
協
労
組
つ
ぶ

し
の
大
学
理
事
会
の
責
任
を

追
及
し
、
弾
圧
に
抗
し
て
解

決
局
面
を
果
敢
に
切
り
開
く
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( １０ )

争
議
を
闘
う

仲
間
と
と
も
に



当
該
労
組
の
奮
闘
に
大
き
な

声
援
を
上
げ
た
。

③
大
道
測
量

集
会
＆
デ
モ

続
い
て
郊
外
の
東
久
留
米

市
へ
電
車
と
バ
ス
で
移
動
、

朝
か
ら
の
小
雨
が
強
ま
る
中
、

大
道
測
量
の
前
社
長
宅
に
対

す
る
、
抗
議
集
会
と
自
宅
包

囲
デ
モ
を
貫
徹
し
た
。

い
ず
れ
の
闘
い
も
仮
処
分
・

間
接
強
制
と
言
う
経
営
側
の

民
事
弾
圧
に
晒
さ
れ
、
司
法

反
動
が
経
営
資
本
に
味
方
す

る
中
、
困
難
な
闘
い
を
強
い

ら
れ
て
い
る
。
明
大
生
協
労

組
は
情
宣
活
動
に
対
し
「
拡

声
器
や
組
合
旗
、
横
断
幕
を

取
り
上
げ
る
」
執
行
官
保
管

と
い
う
労
働
組
合
に
対
し
て

は
歴
史
的
に
も
初
め
て
の
弾

圧
を
数
度
に
わ
た
っ
て
受
け

な
が
ら
、
入
試
情
宣
な
ど
現

場
闘
争
か
ら
撤
退
せ
ず
大
学

側
を
追
及
し
て
い
る
。
大
道

測
量
闘
争
で
は
複
数
の
不
当

労
働
行
為
が
確
定
判
決
で
支

持
さ
れ
た
労
委
命
令
違
反
と

な
り
刑
事
罰
が
発
動
さ
れ
る

と
こ
ろ
ま
で
経
営
を
追
い
詰

め
、
今
回
の
前
社
長
自
宅
デ

モ
も
情
宣
活
動
禁
止
の
仮
処

分
決
定
を
突
い
て
敢
行
さ
れ

た
。
厳
し
い
状
況
を
幾
重
に

も
抱
え
な
が
ら
も
、
何
よ
り

も
争
議
当
該
の
当
局
、
経
営

に
迫
る
気
魄
に
闘
争
勝
利
の

き

は

く

確
信
が
つ
か
め
た
全
国
結
集

行
動
だ
っ
た
。南

労
会
支
部

Ｉ

三
月
十
一
日
、
恒
例
の
大

阪
ユ
ニ
オ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

春
闘
行
動
が
行
わ
れ
た
。

電
通
合
同
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日

本
と
テ
ル
ウ
ェ
ル
西
日
本
、

関
西
生
コ
ン
支
部
の
桜
宮
化

学
で
の
社
前
集
会
と
申
入
れ

行
動
の
後
、
教
育
合
同
・
ゼ

ネ
ラ
ル
ユ
ニ
オ
ン
・
な
か
ま

ユ
ニ
オ
ン
の
三
労
組
が
大
阪

市
役
所
へ
申
入
れ
し
情
宣
を

行
っ
た
。
昼
食
後
は
ユ
ニ
オ

ン
お
お
さ
か
の
Ｔ
Ｏ
Ｐ
、
京

都
ユ
ニ
オ
ン
の
東
和
薬
品
で

の
抗
議
と
申
入
れ
、
最
後
を

ゼ
ネ
ラ
ル
ユ
ニ
オ
ン
の
高
槻

市
教
委
へ
の
抗
議
申
入
れ
で

締
め
く
く
っ
た
。

い
ず
れ
も
不
当
労
働
行
為
、

不
当
解
雇
、
非
正
規
労
働
者

差
別
、
パ
ワ
ハ
ラ
等
を
続
け

る
使
用
者
。
府
下
を
広
範
囲

に
移
動
し
、
百
数
十
名
で
闘

う
春
闘
こ
こ
に
あ
り
！
を
示

す
行
動
と
な
っ
た
。

南
労
会
支
部

Ｏ
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( １１ )

ユ
ニ
オ
ン
ネ
ッ
ト

春
闘
行
動


